（様式１－２）

２０２６年度「ものづくり開発・グリーン成長分野推進補助金」
事　業　計　画　書
※様式１－２全体で、７枚以内で記載してください。
１．事業計画概要
	事業計画名
	

	事業実施期間
	（着手）交付決定日　～　（完了）２０２７年３月８日

	提案分野
（※該当する分野に○を記載。但し介護支援関連、バリアフリーは◎を記載。）
	（1）製造関連
	（2）健康福祉・医療関連
	（3）環境関連

	
	
	
	

	介護支援関連、バリアフリー等に関する説明
	※赤字は削除して記載下さい。
「介護支援関連」及び「バリアフリー等に資する開発」として申請する場合、介護支援関連及びバリアフリーに資する点を列挙してください。この認定は、札幌市とノーステック財団で行います。（応募要領P2およびP4参照）

	事業の概要（300字以内・字数厳守・採択時にこの記載を財団ホームページ等で公表します）









２．申請企業の概要
	企業・団体名
	

	代表者職･氏名
	

	本社所在地
	〒
TEL：　　　　　　　　　　　　URL:

	事業の主たる
実施場所等
	☐　本社　　　　　☐　本社以外（所在地：　　　　　　　　　　　　　　　）

	担当者職・氏名
	

	担当者連絡先
	TEL：

	
	E-mail：

	設立年月日
	年　　　月　　　日
	資本金又は
出資金総額
	

	日本標準産業分類
における中分類
	
	従業員数
	　　　人
（常勤：　　人、非常勤　　人）

	事　業　内　容

事


業


内


容

	主な業務内容と売上構成(％)
	

	
	主な取引先
	販売先：
仕入先：

	
	主な株主と比率(％)又は構成員
	

	
	主な研究開発
の実績
	

	
	決 算 状 況
	　　　
（単位：円）　
	決　算　期
	年　　月期
（直近期）
	年　　月期
（前期）
	年　　月期
（前々期）

	売　上　高
	
	
	

	営業利益
	
	
	

	経常利益
	
	
	

	当期利益
	
	
	

	総資産額※1
	
	
	

	純資産額※2
	
	
	


　　　※1決算書の貸借対照表の「資産の部合計」の数値を記載
　　　※2決算書の貸借対照表の「純資産の部合計」の数値を記載


	
	
	



３．事業計画内容
各記載項目について記載してください。記載項目にない事項についても記載したい内容がありましたら記載してください。
	（１）事業に取り組む背景
※本件製品開発・技術開発を計画するに至った背景・動向について、社会的意義、市場ニーズ、社内での事業位置付け等を記載してください。
①弊社の概要
②弊社の強み
③弊社の課題
④本件開発製品・技術の社会的ニーズ、社会的意義
⑤本件開発製品・技術の市場ニーズ
⑥本件事業の社内での位置付け（新規事業への進出、本業の市場拡大等）
⑦その他






	（２）事業の具体的内容・目標
①本件事業で開発する新製品・新技術は何か、具体的に記載してください。
②開発目標
③製品化・技術開発のための課題
④課題解決のための具体的な取組
⑤その他




	（３）新規性・優位性
①既存（類似）製品・技術・システムの現状
　既存（類似）製品・技術・システムの有無。ある場合、その主な担い手企業、市場について。
②本件開発製品・技術・システムの新規性・独自性
　インターネット検索等で類似製品・技術・システムが見つかる場合、そうしたものとの差異について。
③本件開発製品・技術・システムの付加価値、優位性
④その他

	　
	現状
	本件

	新規性
	
	

	独自性
	
	

	付加価値
	
	

	優位性
	
	

	その他
	
	


　

	（４）事業計画
　実施項目（実施期間）、実施内容、成果目標を箇条書きで記載
　本項目記載事項が、（様式１－３）実施計画書に反映








	（５）事業予算
　※別紙「補助対象経費積算書（様式１－４）のとおり


	（６）開発体制および役割分担等
①開発体制（外部機関との役割分担）

※下表のような形で申請者及び関係する機関の役割や実施する内容を記載して下さい。
	
	
	申請者
	共同実施者
	外部関連者

	実　施　内　容
	（様式1-3）実施計画書の「実施内容」と同一の内容を記載
	具体的に実施することを箇条書きで記載。
	
	

	
	１．～の企画・設計
	仕様・図面の作成
	A社（共同開発企業）
・仕様の作成
	

	
	２．試作機の作成
	各備品の組立
	
	C社(外部委託先）
・～部分の作成

	
	３．試作機の稼働実験
	・試験稼働
・データ収集
	B大学(共同研究機関)
・データ分析、モデル作成
	D社(協力販売先等)
・試作品の評価



②社内体制
　社内の体制について、記載してください
【記載例】　　　　　　　「事業の組織体制図（イメージ図）」商品開発
商品出荷、原料荷受け　
得 意 先　
商品企画
品質管理
生産技術部
業 務 部
商談
特産原料・情報
メニュー提示
検査・報告
原料確認
メニュー提案
　メニュー提案・商品開発
工場フロー
製品確認、検査報告
仕込み検査
　製造・検品・箱詰め
充填物検査提出


	








	（７）参入を狙う市場の規模と今後の市場の見通し
市場の成長性などを加味し、市場の規模や今後の見通しについて記載してください。



	（８）製品化の見通しと事業化計画
①製品化・事業化の時期はいつ頃を目指しているか。価格の想定も記載してください。
②販売開始後、３年間の販売計画（売上高等を表にしてください。）
	
	1年目
	2年目
	3年目

	売上高
	2,000万円
	2,400万円
	2,880万円

	既存先
	1,500万円
	1,800万円
	2,160万円

	新規先
	500万円
	600万円
	720万円

	年増率
	－
	20％
	20％

	根　拠
	既存先大手卸売業者の売上高約3％,1,000万円、新規販売先、確約500万円で試算。
	既存先の前年実績増と新規先の取引増加を年20％と見て試算。
	既存先の前年実績増と新規先の取引増加を年20％と見て試算。



[bookmark: _GoBack]③特許等取得の計画
④他企業への技術移転、派生製品開発等更なる事業展開の計画があれば記載して下さい。
⑤事業化による波及効果
事業化によりもたらされる効果、創造される市場や社会への影響や効果等を記載してください。
環境・エネルギー分野については、環境・エネルギー関連産業の活性化、市民生活の向上につながる効果（原則、可能な限り定量化した数値目標）を記載してください。
⑥その他



	【専門用語解説】
　専門用語について、適宜解説してください。
　事業計画書を確認して、当財団から追加で専門用語の解説をお願いする場合があります。



